
令和７年度 茅ヶ崎市まちぢから協議会連絡会        

１０月定例会 議事録 【概要】 

１ 

日  時 

令和７年１０月８日（水）午後１時３０分～午後３時３０分 

２ 

場  所 

市役所本庁舎４階 会議室５ 

３ 

出席者 

三觜会長、林副会長、髙山副会長、雫石会計、前田監事、篠原監事 

越川善雄、森章雄、丸山泰、岡﨑敏一、南栄美子、吉野浩二、木下操、貴島義夫、森

繁、 

細田勲、今井邦親、三浦一浩、渡邊勇次、金子芳郎、岡田和男、鈴木健司、長嶋憲

治、 

村越安芳、石井孝の各委員（欠席：飯島委員） 

市民自治推進課（廣瀬課長、竹井主幹、片原主任、杉本主事） 

事務局（高木） 

４ 会議の経過○  事務局より、２６名のうち２５名が出席で、本会議が成立することを報告。 

（１）会長あいさつ  三觜会長 

（２）茅ヶ崎警察署からの情報提供について 

・先月同様、警察署の次長と生活安全課長より、市内の特殊詐欺の発生状況について説明があった。 

・引き続き、高齢者を狙った特殊詐欺が多発しており、犯罪手口、パターン等の説明があった。コン

ビニのATMやネットバンキングでは、警察の目が届きにくく、特に注意が必要とのこと。 

・現在は、個人情報の保護は強化されているが、卒業アルバム等で過去の個人情報が流出している。

逆に、地域では、自治会名簿が取り扱いづらくなっている等の意見があった。 

・特殊詐欺を防ぐため、更なる地域での声がけ等、協力のお願いがあった。 

 

（３）行政からの依頼事項 

① 自治会向け環境学習化について【資源循環課案件・市民自治推進課より説明】 

・ごみ適正分別の理解を深めていただくための講座案内があった。 

② 令和７年度防災リーダー養成研修について【防災対策課案件・市民自治推進課より説明】 

・令和８年２月に開催予定の令和７年度防災リーダー養成研修について、自主防災組織会長からの

推薦により参加者を募ることから、情報の提供があった。 

・なお、委員より、「午前の終了時刻と午後の開始時刻に間が空きすぎていて、参加しづらい」と

の意見があり、防災対策課に申し伝えるとのこと。後日、時間を調整したとの報告があった。 

③ パブリックコメントの実施について【市民自治推進課】 

・パブリックコメント「受益者負担の考え方（素案）」の実施状況について、案内があった。 

④ 地域コミュニティ制度の見直しについて【市民自治推進課】 

・地域コミュニティの認定等に関する条例の一部改正の考え方（素案）について、制度検証の進捗

状況の報告があった。 

・「まちぢから協議会」が活動を開始して１０年を迎える中で、条例で規定した一部の認定基準が

地域の実情と合っていないという制度上の課題がある。 

・地域での活動を継続し発展していけるよう、条例の一部改正にあたり、考え方の整理の説明があ

った。 



・今後のスケジュールの確認をし、自治会と関係のない市民に対するパブリックコメント実施の意

義、他団体への波及効果等、質疑応答と意見交換があった。 

 

 

 

（４）議題 

①先進都市視察研修について【事務局】 

・10月20日（月）に東京都武蔵野市への視察研修を実施する。当日の一連の流れと次第を説明した。 

②11月研修会兼懇親会について【事務局】 

・11月22日に実施する研修会兼懇親会について説明した。参加確認票の提出を依頼した。 

・「デジタル化」をテーマに、講演ならびに事例紹介を行う予定としており、事前アンケートは現時

点で８２件の回答をいただいていることを説明した。 

③広報誌「まちぢからＮｏ.１３」について【髙山広報部会長】 

・作業部会で話し合われた結果、広報誌Ｎｏ.１３は、「買い物支援」の特集号とした。 

・市とまちぢから協議会が連携して、共に活動しているということを誌面として作りたい。 

・各地区からの掲載希望の確認と、合わせて「地域の特徴的な活動」の掲載希望を募ることを説明し

た。 

④ホームページのトップページについて【髙山広報部会長】 

・ホームページのトップページの写真をリニューアルした。その他、パブリックコメントのリンク欄

等、改善点を説明した。 

・各地区ホームページ担当者を確認させていただき、今後、広報部会とも連携をとっていきたいと周

知した。 

⑤その他 

・６月に実施した情報交換会のアンケート結果。 

・警察からの犯罪発生状況資料と、事務局でまとめたもの。 

 

（５）その他 

【各地区からの報告】 

・海岸地区、鶴嶺東地区、鶴嶺西地区、小出地区より、広報誌や地域活動の報告があった。 

 

（６）閉会   髙山副会長 

 


